
 

［成果情報名］苗立ち安定化に向けた鉄コーティング種子を活用した水稲の無代かき直播 

［要約］鉄コーティング種子の無代かき表面直播における水管理は播種時の湛水、出芽始の

落水および本葉展開時の湛水から成る。無代かきでは減水深が大きく出芽始に滞水部が発

生しにくいため、還元障害を回避でき苗立ちが安定化する。 
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［背景・ねらい］ 

鉄コーティング種子は浮きにくいため、代かき後の湛水直播栽培に使用されている。基

本的な水管理は播種時の湛水、出芽始の落水、本葉展開時の湛水から成り立っている。本

技術において代かきを省略できれば一層の省力低コスト化を図ることができる。また、代

かきには漏水を抑制するメリットがあるが、過剰に行うと滞水部が発生して苗立ちが不安

定になるデメリットもある。そこで、鉄コーティング種子の直播について無代かき条件下

での実施可能性を解明する。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１. 鉄コーティング種子の無代かき表面直播における播種から苗立ち期における基本的な

水管理は、播種時の湛水、出芽始の落水及び本葉展開時の湛水から成り（図１）、代

かき直播と類似している。播種前の均平化にはレーザーレベラーの使用が望ましい

が、難しいときは前作に代かきした均平な圃場で実施する。 

２. 無代かき表面直播の苗立ちは代かき直播に匹敵する（図２）。種子と土壌の密着が肝

要であるときは播種後の鎮圧により苗立ちは高まる。 

３. 無代かきでは透水性が高いので滞水部が発生しにくい。そのため、還元障害がなく苗

の根張りがよい（写真１）。 

４. 除草剤は代かき直播と同様に初期剤と一発処理剤を使用する（図１）。乾田直播のと

きは播種前または播種後出芽前にグリホサート系液剤を使用できる。 

５. 無代かき直播では代かき直播に比べて漏生イネが発生しやすい（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１. 鉄コーティング種子の無代かき表面直播は試験を実施した寒地（北海道）、寒冷

地（岩手県）、温暖地湿田（島根県）、中山間（広島県）、乾田直播地帯（岡山

県）において実施可能であった。 

２. 滞水部では病害虫（苗腐病、イネミズゾウムシ）や水生生物（スクミリンゴガイ、モ

ノアラガイ類、ユスリカ、カブトエビ）による苗立ち不良が発生しやすいことが判明

しており、無代かきはこの問題を解決する有効な耕種的防除法である。 

３. 代かきと無代かき直播の使い分けについては地力増進基本指針に定められた日

減水深（10mm 以上 30mm 以下）を目安とする。水田の減水深を調節する一手法

として無代かきを導入する。ただし、一発処理剤などは減水深 20mm 以下で使用

する。 

４. 減水深が小さいと出芽始の落水が難しい。一方で、減水深が大きいと除草剤の散

布回数が増え、養分が過剰に集積した水田では硝酸性窒素が地下水を汚染しやすいこ

とに留意する。 

５. 無代かき直播は麦後の直播、乾直・湛直の状況に応じた使い分け、大型機械の沈下防

止、スクミリンゴガイ被害軽減、輪作での湿害軽減などの観点からも実用性を見込め

 



 

る。 

［具体的データ］ 
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図２ 鉄コーティング種子の代かき及び無
代かき水田における苗立ち率。福山の試験水
田・ライシメーター（2010～2012 年）におけ
る平均、標準偏差及びサンプル数（カッコ
内）。無代かきにおける日減水深は 0～200㎜。 

写真 １無代かきと代かきした水田におけ
る鉄コーティング種子の生育の様子。日減水
深と土壌の二価鉄濃度は無代かきで 38 ㎜、
15µg/g、代かきで 5 ㎜、161µg/g であった。
後者における根の伸長阻害は還元障害を示
している。  

図１ 鉄コーティング種子の代かき及び無代か
き直播における播種、水管理及び作業の概要。  

図３ 鉄コーティング種子の代かき及び無代
かき水田における漏生イネの発生本数。乱塊法
４反復。Tukey の方法で統計的な有意差あり。 

 


